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『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 

市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/ 

  

                 令和元年度子供の読書活動優秀実践校として、市川市立第七中学校が

選ばれ、「文部科学大臣表彰」が贈られました。第七中学校は、平成２１

年度より「文部科学省委託事業の研究協力校」として、市川市の学校図

書館の発展に一翼を担っている学校です。「豊かな心を育成し、生きる力

をつける図書館」を学校図書館運営目標に掲げ、読書活動及び学習支援

に力を入れて取り組んでいます。昨年度までに第七中学校で行われてき

た取組についてご紹介します。 
 

下貝塚中学校の図書委員会活動は、大きく二つあります。一つは学習発表会での委員会発表、

もう一つは予餞会への参加です。 

学習発表会では毎年、大型絵本の読み聞かせを行います。昨年は、環境をテーマにして絵本の

選択を始めました。そして『ポリぶくろ、１まい、すてた』に決まりました。絵本の持つインパ

クトと簡潔な文章のため、見ている生徒も身近な問題として真剣にうけとめてくれました。そし

て、生徒から学校図書館に環境問題のコーナーを作ろうと声が上がり、準備をしています。こう

した取り組みが、来年度の委員会の活動意欲に繋がっていくと思います。 

３月には卒業生に、手作りの｢しおり｣と読書への願いを込めた「メッセージカード」を渡しま

した。また、卒業生向けのポスターを作り、感謝を伝えました。これからも図書を通して、人と

人との気持ちの繋がりを大切にして活動していきたいと思っています。 

                  【市川市立下貝塚中学校 学校司書 中島 園恵】 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

「２０２０年度 学校図書館年間利用計画」 

  

 新型コロナ感染症対策でご多用の中、今年度の学校図書館年間利用計画の作成にご協力いただき、 
誠にありがとうございました。                  
各学校で作成していただいた年間利用計画をもとに、市川市全体の学校図書館年間利用計画を作成

しました。学年ごとに集計をしてまとめてあります。今年度は、先行きが不透明であるため、学校図

書館活用が、どのくらい実施可能かわかりませんが、ネットワーク便の計画的な利用等にご活用いた

だければと思います。また、今年度作成していただいた年間利用計画は、来年度の参考としてもご活

用いただければと思います。 

市川市全体の学校図書館利用計画は、「市内共有＞R２＞【教育センター】学校図書館＞２０２０年

度学校図書館年間利用計画」のフォルダ内に保存してあります。また、各学校の年間利用計画を PDF

にして保存してありますので、年間利用計画を印刷して職員室に掲示するなど、必要に応じてご活用

ください。 

  

 

 

 

各教科での学校図書館活用 

 各教科で学校図書館を活用する 
際、学校司書がT2として関わっ 
ています。学校司書が学習に関わ 
ることで、より質の高い読書活動 
や探求的な学習をめざしています。 

また、すべての教員が学校図書 
館を活用した授業に臨めるように、 
情報カードの使い方等の指導方法 
が統一されています。 

図書委員会の取組 
 授業で学習したことを関連さ 
せたイベントを企画して、開催 
しました。平成３０年度は、特 
別活動で学習した「防災教育」 
から広げ、保健委員会と共同で 
「防災イベント」を行いました。 
令和元年度は、保健体育科で学 
習した「オリンピック・パラリ 
ンピック」をテーマにイベント 
を行いました。 

朝読書の取組 
平成１５年度より継続して、

朝読書に取り組んでいます。毎

朝１０分間の読書の時間を設け

ることで、落ち着いた気持ちで

１日の学校生活を始められ、読

書の習慣化へもつながっている

ようです。読書が苦手な生徒で

も続けられるよう、本の選書を

工夫しながら、学級文庫をそろ

え、各クラスへ届けています。 
 
 

地域の図書館としての取組 
第七中学校は、高齢者介護施設 

や保育園などが入った複合施設と

なっているので、週に一度、高齢

者介護施設の方に向けて、学校図

書館の開放を令和元年度行ったそ

うです。こうした学校図書館の開

放を通して、生徒と高齢者のふれ

あいの場となりました。 
 また、年に２回、図書委員会の

生徒による保育園児への読み聞か

せ活動も行っています。 

特別支援学級での取組 
 毎週１時間、図書館の利用時 
間を設け、学校司書による読み 
聞かせやブックトーク、アニマ 
シオン、百人一首などを行って 
います。また、各教科の学習で 
も学校図書館を活用しています。 
令和元年度は、生徒たちからの 

申し出により、「鉄道の日イベン

ト」を開催しました。図書を使っ

たクイズや写真の展示が行われ、

全校に声をかけ、盛り上がりまし

た。 
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